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によった。血清中のACTHの定量は副腎遊離細胞を用いて corticosteroneの産生を指標とする

Sayers－森田らの方法による bioassay法を用いた。

副腎髄質劇除後30日を経過したラット副腎皮質は手術前に比ベ，少し肥大していたo 寒冷スト

レス時の副腎皮質中 cyclic AMP量は非曝露群に比べ， 15分間寒冷負荷群で約3～4倍に増加

した。寒冷曝露30分間群では15分間群よりむしろ低値を示したが，非曝露群に比較するとなお有

意に高い値であったふ血清中のACTH量は15分間群において非曝露群の10倍以上の増加が認め

られた。

温度滴定による有機アミン類のイオン化熱と自由エネルギー

藤江忠雄，福島紀子，吉田貴子，吉野茂子

〈日本薬学会 岡山大会 (1978年4月）で発表〕

〔目的〉示差温度滴定法により，弱塩基である有機アミンの定量について前にも報告したが．今

報告ではピリシンおよびそルホリン誘導体を塩酸で定量し，滴定に伴う反応熱を測定したo また

それぞれのアミンの酸解離定数 pkaとの相関性を求めさらにイオン化自由エネルギー（ムG）や

エントロピー（ムS）との関連を検当した。

〔実験方法〉装置は，宝工業製温度差電圧変換器を用い， 2個のデュワー瓶を用いて一方をプラ

ンクとしそれぞれに同じ特性のサ｛ミスターを挿入して，同条件で滴定を行う。滴定にはRa-

diomater社製自動ピユーレヅト ABU-12を用い，得られる温度差と滴定量を北辰電機製記録計

で、記録させた。試料としてはピリジン誘導体では新しく 18種類，モルホリン 4種類を行った。

〔実験結果〕ピリジンにメチル基のついたピコリン，ルチジン，コリジンを比較すると， 6H,

ムGは平行に変化し，メチル基が多くなるにつれ，ムH，ムGとも大きくなっている。これはメ

チル基の誘起効果に起因すると考えられる。アミノピリジンは一般にムHが大きく特に4位にア

ミノ基のつくものが高し、。モルホリンはNの位置に置換基がつくとムHは低くなる。しかし N-

アミノプロピルモルホリンは反応が2段階となる。ムHは一段目が12.3kcal/mole，二段目が6.0

kcal/moleとなり，脂肪族アミンのムHが12～13kcal/moleであることから，置換基のプロピノレ

アミンがまず反応していることがわかる。

クヱン酸および塩酸ジフエンヒドラミンの吸湿性について

藤江忠雄，上原康子，大島節子

〔日本薬学会 岡山大会 (1978年4月）で発表〉

〔目的〉医薬品の湿潤性を検討することは，医薬品の安定性に関連した一つの情報を得ることに

なると思われるo 本報告においては， クエン酸と塩酸ジフェンヒドラミンを試料として，固体の

湿潤過程の検討を試みた。
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〔寓験方法〉試料は上記試料のほかに，賦形剤として，果糖，手L糖およびデンプンを選び単一試

料のほかに賦形剤の等量混合物をつくり，相対湿度RHは30予話～100%まで9種類の硫酸水溶液

デシケ｛ターを30℃の恒温槽内に置いて，その中に試料を入れて吸湿を行なわせ，吸湿量を一定

時間（約5日間）毎に測定した。なお粉体試料はフルイを通して粒度を揃えて用いた。

〔結果〕クエン酸はRH70%以下では20日間以内に吸湿はおこらず，塩酸ジフエンヒドラミンは

同様にRH90%以下では吸湿せず，両者の臨界相対湿度CR Hが70ヲ話と77%であることからも妥

当であるo 乳糖はCR Hが97%であって，両試料との混合物はいずれも単独の場合にくらべ，殆

んど変化は見られないが，果糖とデンプンは影響を与える。特にヂンプンはCR Hを持たないが

RH30%のような条件でも徐々に吸湿していく傾向が認められるo しかしデンプγの添加によて

吸っ湿量が増加することはない。果糖の場合は果糖自身が53%のCR Hをもっ上， CR Hをこえ

たRH条件下では吸湿量が急激に増加し，グエン酸との混合物ではRH50～90%で吸湿量の増加

が顕著に認められる。また吸湿量の経時的変化の検討も行なった。

発白血病性N・ニトロソ・N耐ブチル尿紫と α・アミノ酸類との反応（第 2報）

山本英美代，滝谷玲子，多田敬三

〔日本薬学会第98年会 (1978年4月）で発表〕

〈目的〕演者らは第94年会 (1974年）において， N-nitroso-N-butylurea(NBU）とDL-methi-

onineおよび L-,8-phenylalanineとを反応させた場合何れもNーカノレバモイルアミノ酸を得たこ

とを報告したが，今回は， 1) NB U自身の分解生成物の再検討， 2)NB Uとその他のαーアミ

ノ酸との反応につき検討しf.:::.o

〔方法〕反応条件は， NB Uを37℃ phosphatebuffer (pH 7. 2）中3週間それぞれのアミノ酸

と等モルす．つ反応させ，反応液の大部分は減圧乾闘し，セルロ｛ズカラムクロマトにより，未反

応のアミノ酸やNB Uの分解生成物を分離し反応生成物の単離同定を行なった。反応液の一部

は，その一定量を塩析後エーテルで、連続抽出し，そのエーテル抽出液についてガスクロマトグラ

フィーにより，分解生成物の一つである butanolの定量を行なった。

〔結果〕 1) N BU-blankでは， butanol，尿素の他に， ethanol含有の bufferで， NH2CONHC

02C2H1:>を単離同定した。 2)L-glutamic acid, L-glycine, L-tryptophane, L-threonine, L-lysi-

neとの反応で， NB U自身の分解物の他にそれぞれのアミノ基がカルパモイル化されたアミノ酸

が得られた。 3)ethanol配合有しないbuffer中で、L-methionine,L-phenylalanine, L-

neおよひ、L一leucineと2週間反応させた場合にも 2）と同様な結果を得た0 4）生成するbutanol

量は NBU一blank( 2週問）で理論量の 50～559話で、あり，アミノ酸共存下では，いくらか減少す

ることがわかった。 5) C4HsN2によるカルボン酸のプチル化を glycineについて検討したとこ

ろ，プチルエステルの生成は認められなかった。
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